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 Python (Pythnosita3) 〜 ESAS スコア⼊⼒アプリの試作（１） 
 

数年前の雑誌の記事で、iOS で気軽に使える Python ⾔語として Pythonista というのがあることを知
った。普段は Windows パソコンで Python を勉強しているのだが、iPhone や iPad でできるアプリを作
ることができたら、例えば薬剤師の医療現場で使えるかなと思って別途、今関⼼を持っている ESAS（エ
ドモントン症状評価システム改訂版（⽇本語版）(Edmonton Symptom Assessment System Revised 
Japanese version: ESAS-r-J；https://www.ncc.go.jp/jp/ncce/clinic/psychiatry/040/ESAS-r-J.pdf）のスコ
アを iPad で⼊⼒できるアプリを作ってみた。さらに簡単ではあるが、⼊⼒したデータを保存できる機能
も付加してみた。最初はインターネットの記事を漁りながらノウハウを調べていたが、ある程度⾝に着
いたところできちんとした書籍を購⼊しようと思って、「Python ではじめる iOS プログラミング」を購
⼊した。データの保存などはデータベース管理システムのひとつである SQLite を⽤いた。 

画⾯コピーを⽰した。各パ
ーツは⾮常に簡単に画⾯に
配置できる。パーツへの操作
があると対応して実⾏する
関数をプログラミングする。 

患者 ID や背景データ、⽇
付等を⼊⼒・確認したあと、
10 項⽬ある ESAS アイテム
のスコアを⼊⼒する。ここで
の ESAS ⼊⼒は患者⾃⾝で⼊
⼒することを想定している
ので、この iPad をそのまま
患者に渡してスコアをタッ
プしてもらうことになる（実
際にはすべて⽇本語表記に
すべきである・・・） 

Check Input Data で⼊⼒漏れがないかなどの確認を⾏い、スコアの程度により、軽度（緑）、中程度（⻩
⾊）、⾼度（⾚）と⾊分けする⼯夫もしてみた。Save Data でデータを SQLite の形式で⼊⼒し蓄積でき
る。蓄積したデータを EXCEL で編集したい場合もあるので、Save all as csv Data で、保存しているすべ
てのデータを csv 形式で保存する機能もつけてみた。 

私の理解では、Pythonista で作成したアプリはそのまま再配布できないらしく、アプリを実際に使いた
い機械ごとに Pythonista をインストールしないといけないらしい（Apple Store で 1,500 円（2024 年 5
⽉）との情報がある）。そのため、不特定多数に公開するのではなく個⼈レベルあるいは知⼈等の少⼈数
で共有することが無難なのかなと思う。次ページにプログラムコードの⼀部を⽰す。 

 



 
（実際には以下 220 ⾏まであります。2024.12.4 時点） 
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